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今月より平成20年度の研修プログラムが始まりまし

た。当院の地域医療研修センターは、この 4月より開

設23年目に入ります。当研修センターの運営は、熊本

県医師会、熊本市医師会と当院の三者で行われ、熊本

県医師会長が運営委員長の任に当たられています。

研修プログラムの特徴は、医師、薬剤、看護、医療

技術の各部門に分かれて前年度に 1年間を通した計画

が行われていることです。計画の立案にあたって、毎

年、先生方にアンケー卜調査で大変お世話になってい

ますが、この 1年聞を通した計画によ り偏りのない計

画的研修が実行されています。医師の生涯研修部門で

は、毎年度、初期治療講座、 最新医学の知識講座、特

別講演、 シンポジウム、セミ ナ一、 CPC、歯科医師
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研修が企画されています。中でも初期治療講座は、当

研修センター開設以来、継続して開催されている伝統

ある会員制の研修会です。基本的事項から最新の知見

まで研修できるよう配慮され、 8月と 12月を除き毎月

開催されています。今年度も日常診療における重要な

課題が研修テーマとな っています。

新病院完成後、地域医療研修センタ ーは、 新病院内

に設置され、規模も機能も拡大されます。現在、新病

院の建設に伴い、先生方へ大変ご迷惑をおかけしてお

りますが、各研修には支障の無いように配慮してまい

ります。多くの先生方のご参加をお待ちしております。

（地域医療研修センタ ー主幹野村一俊）
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平成 20年度研修日程表
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国立病院機構熊本医療センターは

1、最新の知識と医療技術をもって良質で安全志医療を提供します

2、人権を尊重し、愛と礼節のある医療の実践を目指します

3、教育・研修・研究を推進し、医学・医療の発展に寄与します

4、国際医療協力を通して世界人類の健康に貢献します

5、健全経営に努め、医療環境の向上を図ります
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田舎医者のモチベーション

特定医療法人 谷田会

谷田病院

官事長 谷田理一郎

谷田病院は甲佐の地で、小さな医院から始まり、今

年で55周年をむかえます。

急速に変化し続ける社会環境の中で、限られた範

囲ではありますが継続して医療を提供できるのは、

地域の方々の御支援と熊本の複数の急性期病院の先

生方を中心とした優れた医療連携のお蔭と思い日々

感謝しながら仕事をしています。患者さんの紹介だ

けでなく 、研修、病院連絡会などでさまざまな医療

情報を提供していただき、また意見を聞いて戴ける

のは田舎の開業医にとってはとても有り難いことで

す。医療の質と安全に思い悩んでいた時に出会った

医療マネジメン ト学会での宮崎院長先生のスピーチ

での一言、長谷川敏彦先生の講演に勇気づけられた

こと。 24回目となった病院連絡会での副院長池井先

生の連携に対する真撃な姿勢に感銘を受け、話し合

う事や努力を積み重ねる事の大切さを感じたこと。

救命救急部部長高橋先生に患者さんを何回も助けて

戴いたこ と。等いろいろな事、経験が谷田の地域医

療を直接的、間接的に支援して戴いていることになっ

ています。

宮崎先生、池井先生と直接会話したわけではあり

ませんので、一人の田舎医者のモチベーションの向

上に関与している事を先生方はご存じないと思いま

すが、これも連携のひとつの成果と思います。

ご縁を大切に育て、少しでも今まで以上に患者さ

んのお役に立てればと思います。

今後ともよろしくお願し、致します。

・・・・園田・・・・・・亡国圃・巴・巴・ロ・ロ圃E・E・E圃E・・・・・・・・・・・・・・・・
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日頃、多くの患者様をご紹介頂きまして誠に有り難

うございます。当院は紹介状をお持ちの患者様につき

まして優先診療を行っていますが、紹介状をお持ちの

患者様が重なると待ち時間が長くなることがあります。

患者様の待ち時間を短くするために FA X紹介で時間

予約が可能となりますのでご活用下さい。

当院の FA X紹介用紙に受診希望日を入れてお送り

下さい。担当者がカルテを作成 し希望日に時間予約を

取りまして FA Xにて返信致します。日勤帯であれば

10分以内に返信致します。紹介患者様は予約の時間に

来院して頂ければ、長く待つことなく診察をうけるこ

とが出来ます。

紹介状のみの患者様につきましでも今後も優先診療

を行いますが、FA X紹介での受診日の指定と時間予

約制をご活用して頂ければ、患者様の待ち時間が短縮

します。

よろしくお願し、申し上げます。

（外来委員長清川 哲志）

置原稿を雲集毅します圃
登録医の先生の投稿を歓迎致します。400～800字程度を基準にお願い致します。
送付先干 860-0008熊本市二の丸 15 

国立病院機構熊本医療センター 『くまびょう NEWS』編集室まで
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東輝一朗

村山寿彦

病理一般

日本病理学会専門医

日本臨床細胞学会指導医

臨床検査医学会臨床検査専門医

日本病理学会評議員

診療内容と特色

日本病理学会認定施設です。剖検レポートの作成指

導をはじめ、CPC、カンファレンスなど積極的に臨床

研修充実のために取り組んでいます。

構成は検体検査部門と生理検査部門の 2部門から成っ

ています。毎年日本医師会精度管理調査に参加し、高

い精度管理を維持しています。施設内の微生物検出状

況を詳細に調査し院内感染対策を行っています。開発

途上国からの研修生を受け入れ国際医療協力を行って

います。

診療実績

平成18年度の病理学的検査は4,974件、細胞学的検

査 5,129件、病理解剖数は22件でした。

検体検査数は233万件（前年度比 6%増）、そのうち

生化学検査が最も多く 130万件 C9 %増）、ついで血液

内科一般、内分泌・代謝一般

糖尿病

日本内科学会認定医

日本内科学会指導医

日本内分泌学会内分泌 ・代謝科専門医

日本内分泌学会内分泌 ・代謝科指導医

日本糖尿病学会専門医

日本人間ドック学会人間ドック認定医

日本医師会認定産業医

日本内科学会九州地方会評議員

日本内分泌学会九州地方会評議員

日本内分泌学会代議員

臨床修練指導医

臨床研修指導医

国際医療福祉大学特任教授

日本糖尿病協会療養指導医

検査 56.8万件 C7 %増）となっています。生理検査

は10.5万件（ 4 %増）で、超音波検査が1.5万件（ 3 % 

増）、心電図検査1.2万件（同一）、肺機能検査は0.7万

件 (14%減）でした。

年間 4回の総合症例検討会（CPC）に加えて、臨

床研修医のために 1回の教育型 CPCを行っています。

研究実績

平成18年度は 2編の論文発表と11題の学会発表を行

いました。また研究会で多くの発表を行いました。

ご案内

総合症例検討会（CPC年 4回、 4月、 7月、10月、

1月の第4水曜日午後7時から、地域医療研修センター）

は県内で唯一公開の形で開催し、今後の診療に役立て

るための詳細な検討を行っています。

心電図判読FA×（24時間対応）サービスのご案内

下記FAXにお送り頂いた心電図を専門のスタ ッフが直ちに判読し、所見をFAXあるいはお電話で御

返事いたします。

心電図判読専用FAX 

096-354-8533 
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華町缶瞳賓館伶」

外科
みゃ なり のぷ とも

宮 成信友
4月より外科勤務となります宮成信友です。宜しく

お願い致します。

1988年熊本大学医学部卒業後、当時の熊本大学第 2

外科に入局致しました。大学、水俣総合医療センタ ー

で研修を行い、大学院に進学しました。大学院卒業後

は、荒尾市民病院を経て、1997年より東京都立駒込病

総合医療センター

血液・膝原病内科
はら だ なおこ

原田奈穂子
4月より血液内科勤務となりました原田奈穂子と申

します。 1992年に熊本大学医学部を卒業し、熊本大学

医学部第二内科学教室（現血液内科 ・穆原病内科 ・感

染免疫診療部）に入局し、17年目になります。第二内

科、済生会熊本病院、熊大病院ICUで研修後、国立熊

本病院（現国立病院機構熊本医療センタ ー）血液内科

で勤務致 しました。 1996年から熊本大学大学院医学研

総合医療センター

内分泌・代謝内科

岡
U

西 裕 』子
4月より内分泌 ・代謝内科に勤務させて頂くことに

なりました西岡裕子と申します。

1998年に熊本大学麻酔科学教室に入局し、大学病院

で研修後は、（旧）国立熊本病院、熊本大学附属病院

院に 3年間勤務し主に肝胆拝、消化管領域の癌の診療

を行ってきました。 2000年から 1年間、蘇陽病院に勤

務し僻地診療も経験しました。 2001年からは教官職で

大学にもどり、教育、診療を行っております。大学の

診療体制の再編成で消化器外科となり、食道、胃、大

腸癌を専門に診療を行ってきました。 2008年 4月から、

国立病院機構熊本医療センタ ーに勤務することになり

ましたが、専門とした消化器癌の診療に加え救急医療

も精力的に行い地域医療に貢献していきたいと思って

おります。今後はご迷惑をかけるこ ともあるかと存じ

ますが宜しくお願い致します。

究科に進学し、多発性骨髄腫の抗癌剤耐性の解析を行

いました。大学院修了後は国立熊本病院勤務、第二内

科の医員を経て米国ロズウェルパーク癌研究所へ留学、

「癌の新生血管に強く表れている抗原に対する新抗癌

剤の開発」をテーマに、新薬開発の現場で学びました。

帰国後は国立国際医療センタ ー血液内科に勤務、帰熊

後熊大病院の血液内科に勤務致しました。癌を治した

いという思いから医師を志し、振り返れば経歴のほと

んどを造血器腫壌の勉強をして参りました。今後造血

幹細胞移植についても学び、自分の培ってきた経験と

根性が微力ながらお役に立てればと思っております。

ご指導ご鞭撞のほど、 どうぞ宜しくお願い申し上げ

ます。

救急部 ・集中治療部、熊本労災病院にて麻酔科医とし

て勤務しました。その後2006年に熊本大学代謝内科学

教室に再入局し、 2年間大学病院にて勉強させて頂き

ました。今回 6年ぶりに再び国立病院機構熊本医療セ

ンタ ーに、今度は内科医として勤務させて頂くことと

なり、不思議な御縁を感じています。

内科医としてまだ日が浅く 、色々と勉強させて頂き

たいと思っておりますので、宜しくご指導ご鞭撞の程

お願い申し上げます。

ホームべーラをご刷用下さい。診療、研修、研究なと情報満載です。 ＼ム
くまびょうNEWS55号から継続して掲載されています ヨ

国立病院機構熊本医療センターホームページアドレス http', //www.hosp.go.jp/"" knh/ ノ
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心臓血管センター

循環器科医長

藤本和輝

2002年11月に第 l例を施行し、現在までに23例施行

しました。動脈硬化性（閉塞性動脈硬化症） 13例、非

動脈硬化症10例（パージャ ー病 7例、腰原病 2例、外

傷性 1例）です。

動脈硬化症13例中10例で自覚症状の改善、消失、ま

たは、歩行距離の改善を認め有効でしたが 3例で残念

ながら下腿切断となりました。 1例は、膝下部のその

後、悪化し下腿切断となりました。 2例は、浅大腿動

脈が長い完全閉塞で壊痘を認めた症例です。血管の石

灰化が非常に強く、バイパス術が施行できませんでし

た。 一旦、自覚症状の改善を認めましたが、下腿切断

となりました。

非動脈硬化症は、すでに壊痘を認めた症例は、最小

限度の切断で済み、全例有効でした。

図は、強皮症で治療中、急速に悪化し、両下肢、左

上肢の壊痘を認めた症例の治療経過です。術前、左下

肢のアキレス臆部は広範囲な壊痘となり、アキレス躍

が露出していました。従来の治療でしたら、下腿切断

術しか方法がありませんでした。血管新生療法を行い

ましたら、 1週間後、悪化を認めませんでした。その

2月 8日、アメニティ広場（玄関通りのことです）に

展示されている絵画が掛け替えられました。今回も引

き続き熊本県立第二高等学校美術科専攻の生徒さんの

作品です。今回は 「お母さん」「人物」「BLUE」「光

の波」 「ララバイ」の5点が展示されています。

時折、患者様がゆったりとした様子で絵を見ていら っ

しゃいます。時に殺伐とした気持ちになりがちな通院・

入院生活に潤いを与えてくれるひとときなのでしょう。

当院にお越しの際には、お忙しい時聞を少しだけ割いて

頂き、是非一度ご覧下さいますようお願し、申し上げます。

またこの度、登録医の先生の御指摘で階段に手すり

を設置致しました。

白に近い木目の色合いで、小さな手の方でも十分握

れる程度の太さとなっております。

C 5) 

後、徐々に治癒し C1ヶ月後）、 3ヶ月後に完全治癒

しました。現在 l年経過しましたが経過良好です。

治療の限界と新たな工夫

以上のような結果で、他に治療法がない末梢血行障

害に対して、非常に有効でした。しかし、浅大腿動脈

が完全閉塞の症例に対しては、効果がなく、血管新生

療法の限界と考えられました。

そこで、浅大腿動脈をPTAで治療し、下腿に血管

新生療法を追加するハイブリッド療法を行いましたら

非常に有効でした。血管の閉塞が長い場合、 PTAが

必ずしも成功するわけではありませんが、重症例が増

加してきており 、治療成績を向上させるため、ハイブ

リッド療法などの新たな工夫を行っていきます。

術後 1週間後

ーーー今

／ 

圃圃圃令

1ヶ月後 3ヶ月後

こちらも目を留めて頂ければありがたく存じます。

（庶務班長牧野功）

左から順に「BLUEJ「光の波」「ララバイ」
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桃の香に春の暖かさを感じる 3月 5目、第59期生は

無事卒業式を迎えることができました。色鮮やかなコ

サージュを胸に卒業証書を手にした41名の表情は、こ

の日を迎えることのできた喜びと、新たな門出への希

望で満ちあふれていました。

第59期生は、 IT技術を導入した最新設備の新校舎

で3年聞を通して学習した最初の学年です。恵まれた

環境で看護についての知識や技術を身につけ、数々の

思い出をつくることができたと思います。臨地実習で

は、未熟な技術や知識に悔し涙を流しながらも看護と

は何かを常に自分に問L、かけながら患者様と向き合っ

てきました。患者様が日々回復していく姿を見ること

は大きな自信となり、看護する ことの喜びを感じると

共に、命の大切さを学ぶことにつながったようです。

学校長の式辞では、これからの生活では自立するこ

とが求められていることや、自分の未熟さを自覚し、

絶えず研鑓を積むことが大切であるとの言葉を頂きま

した。また、近くだけを見て、遠くにある本来の目標

を見誤らないようにという言葉は卒業生の胸に深く刻

まれたこと と思います。

脳神経センター

神経内科
ひら た よし ひろ

平田快紘

2007年 4月より国立病院機構熊本医療センタ ーの初

期臨床研修プログラムでお世話になっております平田

快紘と 申します。

麻酔科
まつ やま かおる

松 山薫

はじめまして。 2007年 4月より 2年間の国立病院機
構熊本医療センタ ー専属のプログラムに研修させて頂
いており ます松山薫と申します。

時間が経つのは早いもので、もう l年が過ぎました。

私は外科系（外科・麻酔・救急部）と内科系（呼吸器、
腎臓内科、代謝内科、神経内科）にて研修させて頂き
ました。救急指定病院ということで急性期疾患はもち

C 6) 

これから41名は、当院やその他の施設で新しいスタ ー

卜を切ることとなります。当校の教育理念である 「自

主 ・責任秩序 ・融和」の精神をいつも心にとめ、豊か

な人間性と創造性を持って羽ばたいて欲しいと思いま

す。先生方には今後とも変わらぬご指導を賜りますよ

うお願い申し上げます。 （第59期生担任豊田恵美）

答辞を述べる卒業生代表

今までは麻酔科、救急部、外科、循環器内科、呼吸
器内科で研修をさせて頂きました。現在は神経内科で
研修をさせて頂いております。

それぞれの科で、様々なことを勉強させて頂きまし

た。ロ ーテー 卜に伴い、様々な角度からの患者様、病

気との接し方があることを実感致し ました。指導して
頂いたことをしっかり身につけ、今後の糧としていき

たいと思っております。

研修医になってから l年が経ちました。 1日1日が
とても早く 、あっという聞のl年でした。初めて経験

することが多く戸惑ってばかりの毎日でしたが、振り

返ってみれば、充実した毎日を過ごせていたと思います。

2年目も、国立病院機構熊本医療センターでお世話

になります。まだまだ未熟者ではありますが、一生懸
命頑張っていこうと思います。

今後とも、御指導、御鞭提の程宜しくお願い致します。

ろんのこと、腫壌や慢性疾患、その他稀な疾患も数例

体験するすることができました。外科系では手技的な

部分を、内科系では特有の疾患を系統立てて考えるこ
とを中心に勉強させて頂いています。
また救急外来の夜勤から日々のコンサルテーション

まで非常に多くの先生方にご指導頂き、科の垣根を越
えた診療が可能なのも、当院の魅力と思っております。
未だに要領悪く日々の業務に追われている毎日です

が、患者さんと真剣に向きあっていく中で、疑問をも

ち調べ解決していく面白さを実感しております。
最後に医師として社会人としてもまだまだ未熟であ

りますが少しでも成長できるよう努力していきたいと
思います。ご迷惑をおかけすることもあるかと思いま
すが、今後ともご指導、ご鞭撞のほど宜しくお願し、致

します。
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． ．． 研修のご案内． ． 
第 80回 木会（無料）

（糖尿病、高脂血症、高血圧を語る会）

旧本医師会生涯教育講座 3単位認定］

［日本糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位＜2群＞0.5単位認定］

日時砂2008年 4月17日（木） 19 : 00～20 : 45 

場所砂国立病院機構熊本医療センター 地域医療研修センター

1.糖尿病ケ卜アシドーシスをきたした劇症 1型糖尿病の 1例

国立病院機構熊本医療センター糖尿病センタ ー

児玉章子、西岡裕子、高橋毅、豊永哲至、東輝一朗

2. メタボリツクシンドロ ームの概念一特定健診開始をふまえてー

国立病院機構熊本医療センタ ー糖尿病センター

豊永哲至、西岡裕子、児玉章子、高橋毅、東輝一朗

なお、興味のある症例、疑問 ・質問のある症例がございましたら、お持ちいただきますようお願L、致します。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ ー内科部長東輝一朗 TEL 096-353-6501 （代表）内線705

日時砂2008年 4月19日（土）15 : 00～18 : 00 （第22
［日本医師会生涯教育講座 5単位認定］ ｜ 場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター

「救急蘇生」
1.脳蘇生の現状

2.脳保護療法

3.救急、蘇生法実習

座長 熊本県医師会理事 岡本 喜雄

国立病院機構熊本医療センター麻酔科医長・ ICU室長 瀧賢一郎

国立病院機構熊本医療センター救命救急部長 高橋 毅

国立病院機構熊本医療センター麻酔科部長 江崎公明他

この講座は有料で、年間10回を 1シリーズ（年会費20,000円〉として会費制で運営しています。但し、 1回だけ

の参加を希望される場合は会費5,000円で参加し、ただけます。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ一事務局 TEL096-353-6501 （代表）内線263 096-353-3515 （直通）

l第 111回月曜会（ケ
（内科症例検討会）

［日本医師会生涯教育講座 3単位認定］

日時砂2008年 4月21日（月）19 : 00～20: 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター

1 .胸部X線写真供覧 国立病院機構熊本医療センター呼吸器センター呼吸器内科医長 柏原光介

2.持ち込み症例の検討

3.症例提示「不明熱で発症し、両側腸骨筋膿療と鑑別を要した透析アミロイド骨関節炎の 1例」

国立病院機構熊本医療センター腎センター長 富田正郎

4. ミニレクチャー「多発性骨髄腫、診断と最新の治療」

国立病院機構熊本医療センタ ー総合医療センタ ー血液 ・躍原病内科 井上佳子

日頃、疑問の症例、興味のある症例、 X線写真、心電図等がございましたら、ご持参下さいますようお願い致します。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一副院長河野文夫 TEL: 096-353-6501 （代表） FAX: 096-325 2519 

I－；－；ιお合注限諮問l
［日本医師会生涯教育講座5単位認定］

日時砂2008年 4月23日（水）19 : 00～20: 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センター 地域医療研修センター

テーマ：肺癌の治療中に併発した腸重積の症例 （症例70歳代男性）

臨床担当）国立病院機構熊本医療センター呼吸器センター呼吸器内科 松山 薫

病理担当）国立病院機構熊本医療センタ ー臨床研究部病理室長 村山寿彦

「咳と体重減少で近医を受診し、胸部レントゲンにて異常陰影を指摘されて紹介となった。肺癌と診断され、化学

療法、放射線治療を行っていたが、診断後9ヶ月で腸重積を併発した。」

＊臨床経過の詳細な検討と鑑別診断を行し、ます。最後に病理よりマクロ、 ミクロの所見と剖検診断が解説されます。

通常のレクチャー（解説）の前に、馴染みの少ない疾患、病態は、その分野に関するミニレクチャーを予定してお

ります。基本的知識を学んだ後で活発なディスカッションをお願し、致します。どなたもお気軽に御参加下さい。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ一事務局 TEL 096-353-650 I （代表）内線263 096-353-3515 （直通）
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4月 研修ホール 教育研修棟 4階 そ の 他

18: 00～19 30 血液病懇話会（会） 8 00 救急部カンファレンス C 
1日 ω 15～18 外科術前術後症例検討会 C 

17 30 消化器疾患カンファレンス ,1；、リハ

7 50 整形外科症例検討会 C 

3日 附
17～19 循環器カンファレンス C 
17 30 超音波カンファレンス 心リノ、

18～19 代謝内科カンファレンス M 
8 00 消化器病研究会 C 

4日 程封 8 00 麻酔科症例検討会 手

17～18 救急部カンファレンス C 
8 00 MGH症例検討会 C 

7日 （月） 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス jjl) 6 
17～18 小児科カンファ レンス 外来

18 : OD～19 ・ 30 血液病懇話会（会） 8・00 救急部カンファレンス C 

8日 伏）
19 : 00～20 30 熊本県臨床衛生検査技師会 15～18 外科術前術後症例検討会 C 

一般検査研究班月例会 17・30 消化器疾患カンファレンス ,c.、リハ
19～21 泌 ・放射線科合同ウログラム C 
7・50 整形外科定例検討会 C 

10日 同
17～19 循環器カンファ レンス C 
17・30 超音波力ンアァ レンス 心リハ

18～19 代謝内科カンファレンス M 
8・00 消化器病研究会 C 

11日 幽 8 00 麻酔科症例検討会 手

17～18 救急部カンファレンス C 
8 00 MGH症例検討会 C 

14日 （月） 16～18 1必尿器科病棟、カ ンフ ァレンス )JI) 6 

17～18 小児科カンファ レンス 外来

18: 00～19 30 血液病懇話会（会） 8 00 救急部カンファレンス C 
15日 υd 15～18 外科術前術後症例検討会 C 

17 30 消化器疾患カンファレンス 心リハ

19・00～20 45 第80回三木会 19. 30～21・00 有病者歯科医療研究会 7 50 整形外科症例検討会 C 

17日 射
（結尿病、高脂血症、高血圧を語る会） 17～19 循環器カンファレンス C 

［日本医師会生涯教育講座 3単位認定］ 17: 30 超音波カンファレンス 心リハ

［日本植民宿車E指導士盟主E新ct:崎町田信車世＜2群＞0.5単HiJ 18～19 代謝内科カンファレンス M 
8・00 消化器病研究会 C 

18日 働 8 00 麻酔科症例検討会 手

17～18 救急部カンファ レンス C 
15 : 00～18: 00 第221回 初期治療講座 《会員制》 ［日本医師会生涯教育講座 5単位認定］

座長 熊本県医師会理事 岡本喜雄

19日 出
「救急窓生J

1.脳蘇生の現状 国立病院機梅熊本医療センター麻酔科医長・ lC U室長 瀧 賢一郎

2.脳保護療法 国立病院機嫌熊本医療センター救命救急部長 高橋 殺

3.救急蘇生法実習 国立病院機構熊本医療センター麻酔科部長 江崎公明他

19: 00～20: 30 第111回 月曜会 （内科症例検討会） 8: 00 MGH症例検討会 C 
21日伺） ［日本医師会生涯教育講座3単位認定］ 16～18 泌尿器科病棟カ ンフ ァレンス jjlj 6 

17～18 小児科カンファレンス 外来

18 . 30～20. 30 血液研究班月例会 18 00～19 . 30 血液病懇話会（会） 8: 00 救急部カンファ レンス C 
22日 ω 19: 00～21 00 小児科火曜会 15～18 外科術前術後症例検討会 C 

17 . 30 消化器疾患カンファレンス 心リハ

19・00～20:30 第90回総合症例検討会（CPC)
23日 （，）＜） ［日本医師会生涯教育講座5単位認定］

「肺癌の治療中に併発した腸重積の症例」

18 . 30～20 00 日本臨床細胞学会能本県支部研修会 19 00～21 : 00 熊本脳神経疾患懇話会 7・50 整形外科症例検討会 C 

24日 同
17～19 循環器カンファレンス C 
17: 30 超音波カンファレンス 心リハ

18～19 代謝内科カンファレンス M 
17 : 30～21 ・ 00 熊本地区核医学技術懇話会 8 : 00 消化器病研究会 C 

25自 信討 8 : 00 麻酔科症例検討会 手

17～18 救急部カン 7ァレンス C 

26日 出
13: 30～17: 00 第72回 ナースのための救急窓生法講座 〈会費制〉

講師国立病院機構熊本医療センター麻酔科部長江崎公明他

8: 00 MGH症例検討会 C 
28 日 （月） 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス 日lj6 

17～18 小児科カンファレンス 外来
30自 体） 19 30～21 00 臨床口腔外科研究会

（会）会議室 C病院本館2階カンファレンス 手 手術室控室 別6jjlj 6病棟、 外来 小児科外来 M ミーテイングルーム 心リハ 心大血管リハビリテーションセンタ ー

問い合わせ先 干8600008 熊本市二の丸 l番5号 国立病院機構熊本医療セ Yタ一地域医療研修センター

TEL 096 353 6501 （代）内線263 096-353-3515 （直通）
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